


平成 23年度 事業報告  
 

＜目的＞ 

  三重県に生まれ育つ子どもたちが、生涯にわたり、身近な市町で適切な支援が得られるような「途切

れのない支援システムの構築」を各市町行政（保健・福祉・教育）に推進する。 

 

＜具体的な取り組み＞ 

１ 市町の発達総合支援室・機能の設置 

  

子ども問題の駆け込み寺としての機能を持つ発達総合支援室（保

健・福祉・教育の一元化室）が市町の役所に設置されることを目指

して、市長、町長、教育長への説明訪問、視察の同行、システム構

築会議への参加などを行いました。既に機能を発揮している市町へ

の視察は、県内だけでなく、県外の自治体からも依頼があり、三重

県と各市町の取り組みを知っていただきました。 

 

２ 早期発見・支援のために、保育所・幼稚園での「ＣＬＭと個別の指導計画」の導入 

   

今年度は、みえ発達障がい支援システムアドバイザー研修に職員を派遣した市町（５市町）と巡回研

修希望市町（１２市町）において、「ＣＬＭと個別の指導計画」作成検討会を、３２園で７５ケース実

施しました。また、途切れのない発達支援研修会（ザ・夏）を６日間、開催し、保育所・幼稚園の先生

方、約４００名の参加がありました。さらに、保育所・幼稚園の核となる主任級の先生方に集まってい

ただき、特別支援保育コーディネーター育成研修会を２日間、行いました。これらの研修会では、「保

育・教育に求められる目利き・腕利き」の講演と「ＣＬＭと個別の指導計画」を用いて、ワークショッ

プを行い、指導計画の立て方を研修しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巡回研修後に実施したアンケート結果の一部を報告します。子どもへの効果として、９８％の方から

効果があると評価していただき、さらに、保育士への効果として、「保育技術のスキルアップになった：

３６％」「職員同士で相談や検討をするようになった：２８％」「気になる子の見方や対応ができるよう

になった：１８％」との結果でした。子どもが毎日過ごしている保育所・幼稚園での適切な支援の輪が

広がっています。 

 

 
視察 

 

グループで立てた計画の発表 

 

ワークショップの様子 



 
えじそんくらぶ高山先生との打ち合わせ 

３ みえ発達障がい支援システムアドバイザーの育成支援 

 

今年度は、５市町７名の保育士、教員が市町の使命を受けて、あすなろ 

学園で１年間、研修を積みました。研修のまとめとして、３月１４日に、 

研修者報告会を行いました。研修者は、あすなろ学園の病棟、外来療育、 

デイケア、隣接するあすなろ分校、県内市町の保育所、幼稚園への巡回研 

修等、様々な現場研修の中での気づきや学びをパワーポイントにまとめて 

報告し、市町に戻ってからの決意を新たにしました。 

 

３月２１日に、７名の研修者は、三重県より、「みえ発達障がい支援シ 

ステムアドバイザー」として、認定証を交付されました。太田こども局長 

より、激励の言葉をいただきました。 

みえ発達障がい支援システムアドバイザーは、平成２３年度末で、１８市町３７名（保育士：２３名 

保健師：４名 教員：１０名）になりました。 

 

 

そして、すでに地元市町で、活躍している「み  

え発達障がい支援システムアドバイザー」のうち  

３名が、「子育て支援ストレスマネージャー」と  

して、認定証を交付されました 

子育て支援ストレスマネージャー養成講座は、 

子育てに悩む保護者をサポートできる人材の育 

成を目指して、ＮＰＯ法人えじそんくらぶと協 

働しています。 

子育て支援ストレスマネージャーは、今年度末で、６市町６名（保健師：３名 保育士：３名）にな

りました。 

 

 

 

報告会 

 
認定式  研修を振り返って 

 
認定式 

平成２４年度も、あすなろ学園は、各市町と協働し、 

三重県に生まれ育つすべての子どもに 

途切れのない支援を目指していきます。 




